
」として積極的に保存・活用を図り、さらに効果的な事業運営に取り組み
ます。また、出土遺物や歴史資料の保管場所を確保するとともに文化財の活用を図っていきます。 生涯学習推進計画に基づき各種施策を推進している。令和3年度につい
●スポーツの振興 ても前年度と同様にコロナウイルス感染症の影響で、施設利用の制限や
・スポーツ協会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員など地域の人材と連携したイベントの実施、総合型地域スポー イベント等の中止・延期はあったものの、対策を講じ、また、手法を工
ツクラブの活動支援などを通して、身近な場所でスポーツを楽しみ、健康な生活が送れるよう生涯スポーツを推進し 夫し、関係課と連携しながら事業展開した。概ね部の運営方針に沿って
ます。また、生涯スポーツを支える指導者の育成に関係団体等と連携して取り組みます。 施策を推進できた。
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に合わせて関連事業を実施し、機運を盛り上げるとと
もに、我孫子市での聖火リレー実施に関係各課や団体と連携して取り組みます。
・体育施設の整備・充実では、市民体育館をはじめとした体育施設の計画的な修繕を行うとともに、学校体育施設開
放の適切な管理運営、民間スポ

様

ーツ施設の活用や近隣

式

市のスポーツ施設との

第

相互利用によるスポー

１

ツ・レクリエーシ
ョン

号

活動の環境づくりに取

部

り組みます。
・五本松

の

運動広場に新たなサッ

運

カー場を整備できるよ

営

う取り組みを進めます

方

。

課コード 02 課　名

針

文化・スポーツ課 課長

・

名 辻　史郎

２．課の目

課

標（部の運営方針を受

の

けて課の取組方針を記

目

入） 部の運営方針に対

標

する課の目標への取組

設

結果

〇文化芸術活動へ

定

の支援と地域文化の継

書

承 〇文化芸術活動への

(

支援と地域文化の継承

令

については、市民文化

和

祭、子
・市民が文化芸

 

術に触れる・参加する

3

機会、また、創造する

年

機会として市民文化祭

度

や子どものための舞台

)

鑑賞を開催 どものため

部

の舞台鑑賞、郷土芸能

コ

祭を開催し、コロナ禍

ー

で存続が懸念さ
し、様

ド

々なイベント開催時に

1

は、文化活動を支える

6

人材として市民スタッ

部

フを活用します。 れる

　

地域文化の継承につな

名

げることができた。ま

生

た「我孫子市文化財保

涯

・地域固有の文化であ

学

る伝統文化の保存・継

習

承を図るため、郷土芸

部

能祭を開催し、郷土芸

部

能活動団体や小中学生

長

を含 存活用地域計画」

名

に基づき、文化財の計

菊

画的な保存活用へ検討

地

をすすめ
む後継者の育

　

成を支援します。 るこ

統

とができた。
・「我孫

１

子市文化財保存活用地

．

域計画」に基づいて、

部

文化財資源の保存・活

の

用に努め、継承してい

運

くとともに、所蔵 〇ス

営

ポーツの振興について

方

は、スポーツ団体の大

針

会開催への協力、スポ

(

する資料の効果的活用

予

と各施設の効果的な運

算

営を行います。 ーツ推

編

進委員や総合型地域ス

成

ポーツクラブを通じた

・

生涯スポーツの振興
・

実

市史資料調査や埋蔵文

施

化財の発掘調査を通じ

計

て得た歴史資料を基に

画

、我孫子の歴史につい

策

て市のホームページ、

定

文 に取り組むことがで

方

きた。市民体育館など

針

体育施設の適切な維持

な

管理に
化財展等で分か

ど

りやすく情報発信して

を

いきます。また、これ

踏

らの歴史資料の保管場

ま

所を計画的に確保して

え

いきます。 努め、スポ

て

ーツ環境づくりに継続

、

的に取り組んだ。
〇ス

基

ポーツの振興
・スポー

本

ツ協会・スポーツ少年

計

団による競技大会の開

画

催やスポーツ推進委員

の

・総合型地域スポーツ

分

クラブによる地域
スポ

野

ーツイベント等をとお

別

して生涯スポーツの推

計

進に取り組みます。ま

画

た、天王台地区での新

や

たな総合型地域スポー

重

ツクラブ設立に向けて

点

準備を進めます。
・ス

ﾌ

ポーツ指導者養成講座

ﾟ

を開催し生涯スポーツ

ﾛ

を支える人材の育成を

ｼ

図ります。
・２０２０

ﾞ

東京オリンピック・パ

ｪ

ラリンピック競技大会

ｸ

聖火リレーの実施に関

ﾄ

係部署やスポーツ団体

、

と連携して取り
組みま

所

す。
・市民体育館を始

管

めとした体育施設の維

に

持補修、学校体育施設

係

開放事業、民間スポー

る

ツ施設、近隣市のスポ

部

ーツ施設
相互利用など

の

をとおしてスポーツ活

運

動の環境づくりに取り

営

組みます。
・五本松運

方

動広場の改修について

針

は、財源確保や維持管

に

理・運営方法について

対

検討を進めます。

３．

す

課の目標を達成する上

る

での課題と対応（人員

課

の配置、組織のあり方

の

など）

・文化芸術活動

目

への支援の充実に向け

標

て体制を強化する必要

へ

がある。
・遺跡発掘調

の

査が多くなる事が予想

取

されることや、旧井上

組

家住宅の保存整備工事

結

、体育施設の維持・管

果

理、改修工事
などの事

　

業があるため、遺跡発

　

掘調査、建築・土木の

分

設計監理をできる専門

野

的知識を持った職員の

別

日常的な参画が必
要で

基

ある。また、市内に残

本

された古文書などの市

計

史資料の解析とデジタ

画

ル化を担当する職員の

の

配置が必要である。

４

目

．原因分析・改善策

（

標

課長） （部長）
〇旧井

を

上家住宅母屋保存修理

考

工事について継続的に

慮

進めるよう、庁内調整

し

を図る必要がある。 ・

て

旧井上家住宅の改修に

、

関してはすでに設計工

部

事委託を行い概算を算

の

出している。今後も、

目

改修
〇今まで地域の文

標

化・スポーツ事業を担

を

ってきた市民文化団体

達

や市民スポーツ団体の

成

高齢化が進 工事にかか

す

る費用について国や県

る

の補助金や交付金等を

た

調査するとともに、改

め

修後の活用など検
み、

の

構成員が減少している

方

。持続可能な文化・ス

針

ポーツ行政のためにも

を

新たな担い手となる市

記

民 討していく。
との協

入

働を進める必要がある

)

。 ・令和4年度に策定

●

を予定している我孫子

生

市のスポーツ推進計画

涯

で、市民のニーズ等を

学

把握しな
がら、スポー

習

ツに興じる市民や指導

環

者を増加させることを

境

目標とする。また、文

の

化団体の担い手
の減少

充

については、文化活動

実

に新たに参加する市民

コ

を確保するため、体験

ロ

講座などを充実させる

ナ

必要がある。

５．課の

ウ

目標を達成するために

ィ

取り組む事務事業

事務

ル

事業名（個別事業） 重

ス

プ 施策 指標 単位 現況値

感

目標値 実績値 達成率(

染

％) 評価該当 コード

1

症

ふれあいキャンプ場管

対

理運営 重２ 11202

策

キャンプ場の利用者数

を

人 3,386 8,50

講

0 0 0 現状

2 文化事業

じ

市民スタッフの活用 重

な

無 53101 市民スタ

が

ッフの稼働人数（スタ

ら

ッフ１名の半日勤務を

、

１人と算定 人 37 90

可

37 41.11 結合

3

能

文化芸術振興活動支援

な

重無 53101 協力・

限

後援及び共催の取り扱

り

いとして実施した事業

市

の件数 人 72 110 7

民

2 65.45 結合

4 文

が

化祭 重無 53102 文

参

化祭参加（発表）団体

加

数 団体 7 30 7 23.

で

33 結合

5 めるへん文

き

庫 重無 53101 応募

る

作品数 編 129 170

・

129 75.88 結合

公

6 子どものための舞台

民

鑑賞事業 重無 5310

館

2 入場者数 人 202 3

、

00 202 67.33

図

結合

7 寄贈作品の保存

書

と活用 重無 53102

館

修復可能な寄贈作品の

、

数 点 0 800 200 2

鳥

5 結合

8 市民参加型コ

の

ンサート 重無 5310

博

2 実施回数 回 0 1 0 0

物

結合

9 郷土芸能活動の

館

保護育成 重無 5320

な

1 参加(発表）団体数

ど

団体 6 7 6 85.71

で

結合

10 不特定遺跡発

は

掘調査 重無 53302

、

発掘調査実施率（実施

地

件数／発掘調査しなけ

域

ればならない件数） %

特

100 100 100 1

性

00 結合

や社会動向、市民の学習ニーズを踏まえた学習機会の充実に努め 文化イベントやスポーツイベント、文化財施設を活用した展示会を開催
ます。また、学習情報の提供・学習相談等により、自主的な学習活動を支援します。 した。また動画配信など柔軟な対応を通じて生涯学習機会の充実に努め
・図書館では、移動図書館車を活用して、子どもが自主的に読書活動を行えるような環境を学校や関係機関等と連携 ることができた。
しながら整えていきます。
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館などの施設機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保に努めます。
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづくり活動へと発展するよう支援します。また、
子どもの成長と自立への支援のため、地域の子ども関係団体の活動を支援します。
・新たな文化交流拠点施設については、関係課と情報共有するとともに、施設の文化芸術発信機能について、関係団
体と意見交換を行っていきます。
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の創出や地域固有の文化の保存・継承
に取り組みます。
・「我孫子市文化財保存活用地域計画」に基づき、杉村楚人冠記念館、旧村川別荘、旧井上家住宅などの史跡や、白

部の運営方針に対する部全体の総合評価
樺文学館などの文化的資源を「我孫子遺産



定

51303 交付人数 人

調

37 150 79 52.

査

67 結合

と

26 文

保

化財施設の管理・活用

存

重２ 53301 年間来

支

場者数（旧村川別荘）

援

人 3,093 4,90

重

0 4,119 84.0

２

6 結合

5

27 旧井

3

上家住宅の保存と活用

3

重２ 53301 母屋引

0

込線改修工事　進捗率

1

％ 0 100 100 10

指

0 結合

定

28 武道

件

施設の建設整備の検討

数

重無 51301 地権者

（

との交渉回数 ％ 0 0 0

累

0 結合

計

29 公共

）

事業発掘調査 重無 53

件

302 発掘調査執行率

1

％ 100 100 100

8

100 結合

1

30

9

市民体育館管理運営 重

1

無 51301 体育館施

9

設の利用者数 人 84,

1

248 175,000

0

146,062 83.

0

46 結合

結

31 市

合

民体育館維持補修 重無 51301 維持補修進捗率 ％ 100 100 100 100 結合

32 市民体育館改修事業 重無 51301 改修工事進捗率 ％ 0 100 100 100 結合

33 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取組み 重無 43101 事業数

1

回 1 1 1 100 その他

2 民

34 文化財保存

間

活用地域計画の推進 重

開

２ 53301 文化財保

発

存活用協議会の開催 回

発

2 2 2 100 結合

掘調査 重無 53302 発掘調査実施率（実施件数／発掘

５

調査しなければならな

．

い件数） ％ 100 10

課

0 100 100 結合

の目

13 考古遺物整理

標

重無 53302 刊行冊

を

数（累計） 冊 65 68

達

68 100 結合

成す

14 文化財説明板・誘

る

導板の整備 重無 533

た

03 説明板・誘導板の

め

設置数（累計） 基 75

に

77 77 100 結合

取り

15 文化財展示会

組

の実施 重無 53303

む

文化財展示会来場者数

事

人 0 1,200 280

務

23.33 結合

事業

16 電脳考古博物館の

事

運営 重無 53303 電

務

脳考古博物館アクセス

事

件数 件 230,190

業

240,000 357

名

,465 148.94

（

結合

個

17 市史調

別

査研究 重無 53302

事

市史関係図書の刊行数

業

冊 88 90 90 100

）

結合

重

18 杉村楚

施

人冠邸の保存と活用 重

施

２ 53301 年間入場

策

者数 人 1,962 4,

指

000 2,339 58

標

.48 結合

単

19

位

白樺文学館の運営 重２

現

53301 年間入場者

況

数 人 2,837 5,1

値

00 2,977 58.

目

37 結合

標

20 体

値

育施設管理運営事業 重

実

無 51301 体育施設

績

の延べ利用者数 人 63

値

,227 100,00

達

0 79,959 79.

成

96 結合

率

21 学

(

校体育施設開放事業 重

％

無 51301 延べ利用

)

者数 人 70,693 2

評

10,000 107,

価

728 51.3 結合

該当

22 体育施設維持

コ

補修・改修（含む放射

ー

能対策） 重無 5130

ド

1 維持補修の進捗率 % 100 100 100 100 結合

23 近隣市町との体育施設の相互利用・民間体育施設の一般開放の推進 重無 51301 一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 施設 3 3 3 100 結合

24 健康スポ

1

ーツ普及事業 重５ 51

1

302 イベント参加者

文

数 人 1,233 11,

化

000 1,297 11

財

.79 結合

の

25

指

スポーツ振興事業 重無



方針に対する部全体の総合評価
樺文学館などの文化的資源を「我孫子遺産」として積極的に保存・活用を図り、さらに効果的な事業運営に取り組み
ます。また、出土遺物や歴史資料の保管場所を確保するとともに文化財の活用を図っていきます。 生涯学習推進計画に基づき各種施策を推進している。令和3年度につい
●スポーツの振興 ても前年度と同様にコロナウイルス感染症の影響で、施設利用の制限や
・スポーツ協会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員など地域の人材と連携したイベントの実施、総合型地域スポー イベント等の中止・延期はあったものの、対策を講じ、また、手法を工
ツクラブの活動支援などを通して、身近な場所でスポーツを楽しみ、健康な生活が送れるよう生涯スポーツを推進し 夫し、関係課と連携しながら事業展開した。概ね部の運営方針に沿って
ます。また、生涯スポーツを支える指導者の育成に関係団体等と連携して取り組みます。 施策を推進できた。
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に合わせて関連事業を実施し、機運を盛り上げるとと
もに、我孫子市での聖火リレー実施に関係各課や団体と連携して取り組みます。
・体育施設の整備・充実では、市民体育館をはじめとした体育施設の計画

様

的な修繕を行うととも

式

に、学校体育施設開
放

第

の適切な管理運営、民

１

間スポーツ施設の活用

号

や近隣市のスポーツ施

部

設との相互利用による

の

スポーツ・レクリエー

運

シ
ョン活動の環境づく

営

りに取り組みます。
・

方

五本松運動広場に新た

針

なサッカー場を整備で

・

きるよう取り組みを進

課

めます。

課コード 04

の

課　名 鳥の博物館 課長

目

名 木下　登志子

２．課

標

の目標（部の運営方針

設

を受けて課の取組方針

定

を記入） 部の運営方針

書

に対する課の目標への

(

取組結果

コロナウイル

令

ス感染症を踏まえた対

和

応策を講じながら以下

 

の取り組みを行ってい

3

きます： 新型コロナウ

年

イルス感染症の影響に

度

より、入館者や参加者

)

の人数制限実
・地域の

部

自然を客観的に理解で

コ

きるように、鳥類の科

ー

学を通じたグローバル

ド

な視点と、身近な鳥の

1

生態観察を通じた 施や

6

オンラインを活用を行

部

いながら館の運営を行

　

った。
ローカルな視点

名

との両面からの情報収

生

集と提供を行います。

涯

・鳥類調査は、市民ス

学

タッフは参加せず、職

習

員で計画に沿って滞り

部

なく
・目標を定めて鳥

部

類標本の収集活動を行

長

うとともに、収蔵標本

名

は人類の共有財産とい

菊

う視点から維持管理と

地

情報提供 行った。
に努

　

めます。 ・標本制作は

統

、委託や職員等による

１

作業により効率よく進

．

めた。
・鳥類の生息状

部

況のモニタリング調査

の

を継続し、地域の自然

運

環境の変化を捉えられ

営

るようにします。 ・オ

方

リンピック開催に合わ

針

せ、企画展「鳥のチャ

(

ンピオン」を開催した

予

・手賀沼周辺の自然環

算

境を体験的に理解でき

編

るような環境学習活動

成

を展開するなど、鳥を

・

通じて、地域の自然に

実

愛着 。
を持てるように

施

します。 ・テーマトー

計

クや鳥学講座など講演

画

会はオンラインを活用

策

し、見逃し配
・関連施

定

設との交流・情報交換

方

を行い、各方面に開か

針

れた博物館を目指しま

な

す。 信も行うなど多く

ど

の人に視聴いただいた

を

。
・市民スタッフや友

踏

の会会員を中心に、市

ま

民との協働事業を展開

え

します。 ・自然観察会

て

は定員を10名に制限

、

し、安全確保に努めな

基

がら実施した。
・博物

本

館施設の適切な維持管

計

理に努めます。 ・教育

画

普及に役立てるため３

の

Ｄプリンターを購入し

分

、骨格模型を作成し
・

野

鳥の博物館の活動を広

別

く知っていただけるよ

計

う積極的な情報発信に

画

努めます。 た。当初目

や

標としていた学校での

重

普及には至らなかった

点

ものの、博物館
に骨格

ﾌ

模型を展示した。
・来

ﾟ

館者の安全確保や施設

ﾛ

の長寿命化を図るため

ｼ

、３階南側の扉の交換

ﾞ

など適切な修繕を行っ

ｪ

た。
・ミュージアムシ

ｸ

ョップのグッズの見直

ﾄ

しを行い、新たな商品

、

の導入や
価格の見直し

所

による在庫の減少や魅

管

力向上に努めた。

３．

に

課の目標を達成する上

係

での課題と対応（人員

る

の配置、組織のあり方

部

など）

開館30年以上

の

経過し、科学の進歩と

運

展示技術の発展に合わ

営

せた展示のリニューア

方

ルが必要である。また

針

、ミュージア
ムショッ

に

プや執務室の配置が効

対

率的でない。必要な人

す

員を確保するとともに

る

、幅広い世代が楽しみ

課

学べる博物館につ
いて

の

中長期的な視点で計画

目

立案をし、実現を目指

標

す必要がある。

４．原

へ

因分析・改善策

（課長

の

） （部長）
必要な人員

取

を確保し、リニューア

組

ルに向けた検討を着実

結

に進めていく。また、

果

誰もが楽しく学べ ・常

　

設展示リニューアルに

　

ついては、新たに創設

分

した基金の活用も含め

野

財源確保に努めるとと

別

も
るよう教育普及にも

基

力を入れていく必要が

本

ある。 に、館の職員全

計

体で取り組んでいく必

画

要がある。

５．課の目

の

標を達成するために取

目

り組む事務事業

事務事

標

業名（個別事業） 重プ

を

施策 指標 単位 現況値 目

考

標値 実績値 達成率(％

慮

) 評価該当 コード

1 て

し

がたん 重２ 11203

て

平均事業参加人数 人 0

、

35 8.09 23.1

部

1 結合

2 あびこ自然観

の

察隊 重２ 11203 平

目

均事業参加人数 人 0 2

標

4 8.7 36.25 結

を

合

3 ジャパンバードフ

達

ェスティバル 重２ 11

成

203 参加団体数 団体

す

188 190 0 0 結合

る

4 室内啓発イベント 重

た

２ 11203 事業参加

め

人数 人 1,095 1,

の

100 1,893 17

方

2.09 結合

5 常設展

針

の充実 重無 51103

を

来館者数 人 32,58

記

0 33,000 25,

入

638 77.69 結合

)

6 企画展の実施 重無 5

●

1103 来館者数 人 3

生

2,580 33,00

涯

0 25,638 77.

学

69 結合

7 ミュージア

習

ムショップの充実 重２

環

11203 売上高 円 3

境

,405 3,500 4

の

,112 117.49

充

結合

8 博物館施設設備

実

の維持管理 重無 511

・

03 入館者数 人 32,

コ

580 33,000 2

ロ

5,638 77.69

ナ

結合

9 友の会・市民ス

の

タッフの活動支援 重無

影

51103 友の会・市

響

民スタッフの登録人数

で

人 309 320 268

人

83.75 結合

10 鳥

数

類生息状況調査 重無 5

を

1201 調査回数 回 1

制

4 14 14 100 結合

限しながら自然観察会を実施するとともに、
・公民館、図書館、鳥の博物館などでは、地域特性や社会動向、市民の学習ニーズを踏まえた学習機会の充実に努め オンラインを活用した講演会等を実施し、学習の機会を作ることができ
ます。また、学習情報の提供・学習相談等により、自主的な学習活動を支援します。 た。
・図書館では、移動図書館車を活用して、子どもが自主的に読書活動を行えるような環境を学校や関係機関等と連携 ・雨天時に雨が吹き込む３階ベランダ出入り口の修繕を行ったほか、不
しながら整えていきます。 具合を指摘された火災報知器の更新など、適切な施設の維持管理を図る
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館などの施設機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的 ことができた。
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保に努めます。
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづくり活動へと発展するよう支援します。また、
子どもの成長と自立への支援のため、地域の子ども関係団体の活動を支援します。
・新たな文化交流拠点施設については、関係課と情報共有するとともに、施設の文化芸術発信機能について、関係団
体と意見交換を行っていきます。
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の創出や地域固有の文化の保存・継承
に取り組みます。
・「我孫子市文化財保存活用地域計画」に基づき、杉村楚人冠記念館、旧村川別荘、旧井上家住宅などの史跡や、白

部の運営



資料の収集 重無 51201 収蔵標本数 点 3,551 3,700 3,684 99.57 結合

12 図書・映像資料の整理とデータ作成 重無 51201 書籍

５

蔵書数 冊 4,505 4

．

,550 4,682 1

課

02.9 結合

の

1

目

3 常設展示リニューア

標

ル 重無 51103 文献

を

等資料数 点 60 65 6

達

0 92.31 結合

成するために取り組む事務事業

事務事業名（個別事業） 重施 施策 指標 単位 現況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 鳥類標本・



聴取する場を設けることはできなかったが文
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承 化連盟の３役に現状を説明した。 
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の創出や地域固有の文化の保存・継承
に取り組みます。
・「我孫子市文化財保存活用地域計画」に基づき、杉村楚人冠記念館、旧村川別荘、旧井上家住宅などの史跡や、白

部の運営方針に対する部全体の総合評価
樺文学館などの文化的資源を「我孫子遺産」として積極的に保存・活用を図り、さらに効果的な事業運営に取り組み
ます。また、出土遺物や歴史資料の保管場所を確保するとともに文化財の活用を図っていきます。 生涯学習推進計画に基づき各種施策を推進している。令和3年度につい
●スポーツの振興 ても前年度と同様にコロナウイルス感染症の影響で、施設利用の制限や
・スポーツ協会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員など地域の人材と連携したイベントの実施、総合型地域スポー イベント等の中止・延期はあったものの、対策を講じ、また、手法を工
ツクラブの活動支援などを通して、身近な場所でスポーツを楽しみ、健康な生活が送れるよう生涯スポーツを推進し 夫し、関係課と連携しながら事業展開した。概ね部の運営方針に沿っ

様

て
ます。また、生涯ス

式

ポーツを支える指導者

第

の育成に関係団体等と

１

連携して取り組みます

号

。 施策を推進できた。

部

・東京２０２０オリン

の

ピック・パラリンピッ

運

ク競技大会の開催に合

営

わせて関連事業を実施

方

し、機運を盛り上げる

針

とと
もに、我孫子市で

・

の聖火リレー実施に関

課

係各課や団体と連携し

の

て取り組みます。
・体

目

育施設の整備・充実で

標

は、市民体育館をはじ

設

めとした体育施設の計

定

画的な修繕を行うとと

書

もに、学校体育施設開

(

放の適切な管理運営、

令

民間スポーツ施設の活

和

用や近隣市のスポーツ

 

施設との相互利用によ

3

るスポーツ・レクリエ

年

ーシ
ョン活動の環境づ

度

くりに取り組みます。

)

・五本松運動広場に新

部

たなサッカー場を整備

コ

できるよう取り組みを

ー

進めます。

課コード 0

ド

5 課　名 生涯学習課 課

1

長名 小林　裕

２．課の

6

目標（部の運営方針を

部

受けて課の取組方針を

　

記入） 部の運営方針に

名

対する課の目標への取

生

組結果

1．市民が学び

涯

たいときに学べる学習

学

機会の充実 １　市民が

習

学びたいときに学べる

部

学習機会の充実
〇市民

部

が学びたいときに気軽

長

に学ぶことができるよ

名

う、生涯学習出前講座

菊

や公民館の学級・講座

地

の実施などにより学 ア

　

）感染予防を徹底し、

統

年代別に設定した公民

１

館の学級・講座や出前

．

講
習機会の充実を図り

部

ます。特に、社会教育

の

主事が中心となった企

運

画立案により幅広い世

営

代が気軽に学べるよう

方

に講座 座を実施した。

針

を拡充していきます。

(

イ）生涯学習に対する

予

横断的な課題の共有や

算

情報共有のため、当課

編

に所
２．人づくり・ま

成

ちづくりにつながる学

・

習活動への支援 属する

実

社会教育主事と学芸員

施

、図書館司書と有資格

計

者会議を定期的に開
〇

画

市民の学習活動がまち

策

づくり活動として発展

定

していくよう、社会や

方

地域の課題をテーマと

針

した学習事業や、時代

な

の 催した。
変化や市民

ど

ニーズに合った学習事

を

業を関係課や市民活動

踏

団体など、様々な主体

ま

と連携しながら実施し

え

ます。 ２　人づくり・

て

まちづくりにつながる

、

学習活動への支援
〇学

基

習した成果を社会や地

本

域の中で活かせる人材

計

を育成・発掘するとと

画

もに、学習成果を地域

の

活動やまちづくりに活

分

・学びの成果を地域に

野

活かせるよう、長寿大

別

学の講座に「地域の担

計

い手
かせるきっかけづ

画

くりを進めます。 づく

や

り」の視点を継続設定

重

し、実施した。
３．学

点

習施設の整備・充実 ・

ﾌ

感染予防を徹底し、子

ﾟ

供向けのワークショッ

ﾛ

プや講演会など当初計

ｼ

画
〇市民が身近な場所

ﾞ

で快適に学習できるよ

ｪ

う、生涯学習センター

ｸ

や湖北地区公民館など

ﾄ

の学習施設の適正な維

、

持管理 通り実施するこ

所

とができた。
を行うと

管

ともに、中長期的な視

に

点にたって計画的に修

係

繕を行います。 ３　学

る

習施設の整備・充実
〇

部

学校施設などの既存施

の

設の有効利用を推進す

運

るとともに、地域交流

営

教室の適正な維持管理

方

と活用促進を図ります

針

。 ア）施設の経年劣化

に

に伴う修繕として湖北

対

地区公民館の受変電設

す

備改修
〇新たな文化交

る

流拠点施設については

課

、関係課と情報共有す

の

るとともに、施設の文

目

化芸術発信機能につい

標

て、関係団 工事を実施

へ

した
体と意見交換を行

の

っていきます。また、

取

文化施設整備基金の管

組

理・運用を行います。

結

イ）地域交流教室につ

果

いては、感染予防を徹

　

底し実施するよう依頼

　

した
４．市民の学習活

分

動を支える体制の整備

野

・充実 。
〇市民活動団

別

体や大学、研究機関な

基

どと連携しながら、学

本

習機会の情報や講師な

計

どの人材情報、学習の

画

成果を活かす ウ）文化

の

交流拠点施設について

目

は、新型コロナウイル

標

ス感染拡大により
場の

を

情報など、生涯学習に

考

関するさまざまな情報

慮

を収集し、広く市民に

し

提供できる体制の整備

て

・充実を図ります。 関

、

係団体からの意見を聴

部

取できなかった。
〇生

の

涯学習に関する多種多

目

様な相談に的確に対応

標

できるよう、相談体制

を

の充実を図ります。 ４

達

　市民の学習活動を支

成

える体制の整備・充実

す

５．生涯学習関連事業

る

の進行管理 ア）中央学

た

院大学など教育委員会

め

と連携協定を締結して

の

いる団体等と情
〇第三

方

次生涯学習推進計画の

針

後期計画に基づいて、

を

市が実施する生涯学習

記

関連事業の進行管理を

入

行い、施策の総合的 報

)

交換に努めた。
推進を

●

図るとともに、生涯学

生

習事業のさらなる充実

涯

を図ります。 イ）近隣

学

市町村の生涯学習部門

習

で組織する各協議会等

環

と情報交換に努め
た。

境

ウ）生涯学習情報を発

の

行し生涯学習の情報を

充

広く提供した。
５　生

実

涯学習関連事業の進行

◯

管理
ア）生涯学習審議

新

会を開催し、生涯学習

型

施策について、意見を

コ

いただい
た。

３．課の

ロ

目標を達成する上での

ナ

課題と対応（人員の配

ウ

置、組織のあり方など

イ

）

〇社会教育主事を中

ル

心とした企画運営体制

ス

にし、効率的・効果的

感

な事業を推進できるよ

染

うにする必要がある。

症

〇市内の教育機関と連

の

携しながら、効果的な

影

公民館運営を図ってい

響

く必要がある
〇アビス

に

タ、湖北地区公民館と

よ

も経年劣化が目立って

り

いるため、効率的に予

、

算を執行していく必要

我

がある。
〇高齢化、少

孫

子化、貧困化などの地

子

域的な課題に対する取

地

り組みが必要である。

区

４．原因分析・改善策

公

（課長） （部長）
・新

民

型コロナウイルス感染

館

予防の徹底、三密を避

及

ける工夫をし、事業を

び

実施することができた

湖

。 ・コロナウイルス感

北

染症の影響が続く中、

・

令和3年度も何度か感

公

染拡大の波を迎えたが

民

、対策を
・多人数が集

館

まる「成人式」につい

、

ては、最大限の感染予

図

防をしてクラスターな

書

どの発生が生じ 講じな

館

がら各種事業を実施す

、

ることができた。
ない

鳥

よう卒業した中学校区

の

を４エリアに分け４回

博

の式典とするなど工夫

物

した。 ・公民館を利用

館

する市民の方々にも「

な

新しい生活様式」につ

ど

いてご理解いただき、

で

学習できる環
・「新し

は

い生活様式」に基づく

、

公民館の利用方法等を

地

、あらゆる機会で周知

域

継続したことで、市 境

特

をできるだけ確保して

性

きた。
民との協力体制

や

が図られた。 ・コロナ

社

感染を一つのきっかけ

会

として、ICT活用で

動

の学習などにも今後力

向

をいれながら、引き続

、

き学習活動の場の提供

市

や講座や学級に取り組

民

んでいく。

５．課の目

の

標を達成するために取

学

り組む事務事業

事務事

習

業名（個別事業） 重プ

ニ

施策 指標 単位 現況値 目

ー

標値 実績値 達成率(％

ズ

) 評価該当 コード

1 視

を

聴覚機材等の貸出 重無

踏

51101 視聴覚機材

ま

等利用件数 件 166 2

え

00 79 39.5 結合

た

2 成人式 重無 5110

学

2 成人式への出席率 ％

習

75 70 72 102.

機

86 結合

3 新たな文化

会

交流拠点施設整備の検

の

討 重無 53101 「建

充

設構想」策定の進捗率

実

％ 15 30 15 50 現

に

状

4 地域交流教室の管

努

理・運営 重無 5110

め

3 地域交流教室の利用

地

率（総使用コマ数／使

区

用可能コマ数） ％ 44

公

50 29 58 結合

5 出

民

前講座の運営 重無 51

館

101 出前講座メニュ

を

ー利用者数 人 3,19

令

9 3,500 1,13

和

4 32.4 結合

6 生涯

３

学習普及啓発事業 重無

年

51201 生涯学習ニ

４

ュース発行回数 回数 2

月

2 2 100 結合

7 生涯

２

学習に関する情報提供

８

と相談対応 重無 512

日

01 人材情報、団体・

か

グループ情報（ホーム

ら

ページ）へのアクセス

６

数 件 3,564 3,3

月

00 3,104 94.

２

06 結合

8 のびのび親

０

子学級 重無 51102

日

受講者満足度 % 80 8

ま

5 100 117.65

で

結合

9 公民館連絡協議

２

会事務 重無 51102

０

東葛飾公民館連絡協議

時

会の研修への参加者数

閉

人 0 30 20 66.6

館

7 見直し

10 家庭教育

の

学級 重無 51102 受

時

講者満足度(家庭教育

短

の大切さを感じ、実践

ま

した受講生の割合 % 7

す

0 75 85 113.3

。

3 結合

また、学習情報の提供・学習相談等により、自主的な学習活動を支援します。 とした。
・図書館では、移動図書館車を活用して、子どもが自主的に読書活動を行えるような環境を学校や関係機関等と連携 〇学級・講座については、定員数を縮小したり広い会場にて実施するな
しながら整えていきます。 ど三密を避け、感染予防を徹底し実施した。実施した学級や講座につい
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館などの施設機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的 ては、様々な年齢層の市民が学習できるように努めた。
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保に努めます。 ◯施設の経年劣化に伴う修繕として湖北地区公民館の受変電設備改修工
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづくり活動へと発展するよう支援します。また、 事を実施した。軽微な不具合は早期に修繕するようにし、市民の安全・
子どもの成長と自立への支援のため、地域の子ども関係団体の活動を支援します。 安心に努めた。
・新たな文化交流拠点施設については、関係課と情報共有するとともに、施設の文化芸術発信機能について、関係団 ◯新型コロナウイルス感染拡大予防から新たな文化交流拠点施設につい
体と意見交換を行っていきます。 て多くの方々から意見等を



無 51102 学習内容に関心を持った学級生の割合 % 80 85 80 94.12 結合

12 長寿大学 重無 51102 地域活動への意識割合 % 75 75 75

５

100 結合

．

13

課

保育スタッフによる一

の

時保育事業 重無 511

目

01 保育利用者数 人 1

標

59 235 82 34.

を

89 結合

達

14 施

成

設管理事務 重無 511

す

03 予定保守管理執行

る

率 % 100 100 10

た

0 100 結合

め

1

に

5 湖北地区公民館の運

取

営 重無 51103 1年

り

間の延べ利用者数 人 1

組

72,238 175,

む

000 84,053 4

事

8.03 結合

務

1

事

6 アビコでなんでも学

業

び隊 重無 51101 満

事

足度 ％ 99 96 99 1

務

03.13 結合

事業

17 生涯学習推進計画

名

の進行管理 重無 512

（

01 実施計画に位置づ

個

けられた事業の進捗率

別

％ 100 100 100

事

100 結合

業） 重施 施策 指標 単位 現況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 熟年備学 重



創出や地域固有の文化の保存・継承
に取り組みます。
・「我孫子市文化財保存活用地域計画」に基づき、杉村楚人冠記念館、旧村川別荘、旧井上家住宅などの史跡や、白

部の運営方針に対する部全体の総合評価
樺文学館などの文化的資源を「我孫子遺産」として積極的に保存・活用を図り、さらに効果的な事業運営に取り組み
ます。また、出土遺物や歴史資料の保管場所を確保するとともに文化財の活用を図っていきます。 生涯学習推進計画に基づき各種施策を推進している。令和3年度につい
●スポーツの振興 ても前年度と同様にコロナウイルス感染症の影響で、施設利用の制限や
・スポーツ協会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員など地域の人材と連携したイベントの実施、総合型地域スポー イベント等の中止・延期はあったものの、対策を講じ、また、手法を工
ツクラブの活動支援などを通して、身近な場所でスポーツを楽しみ、健康な生活が送れるよう生涯スポーツを推進し 夫し、関係課と連携しながら事業展開した。概ね部の運営方針に沿って
ます。また、生涯スポーツを支える指導者の育成に関係団体等と連携して取り組みます。 施策を推進できた。
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に合わせて関連事業を実施し

様

、機運を盛り上げると

式

と
もに、我孫子市での

第

聖火リレー実施に関係

１

各課や団体と連携して

号

取り組みます。
・体育

部

施設の整備・充実では

の

、市民体育館をはじめ

運

とした体育施設の計画

営

的な修繕を行うととも

方

に、学校体育施設開
放

針

の適切な管理運営、民

・

間スポーツ施設の活用

課

や近隣市のスポーツ施

の

設との相互利用による

目

スポーツ・レクリエー

標

シ
ョン活動の環境づく

設

りに取り組みます。
・

定

五本松運動広場に新た

書

なサッカー場を整備で

(

きるよう取り組みを進

令

めます。

課コード 06

和

課　名 図書館 課長名 穐

 

村　喜代子

２．課の目

3

標（部の運営方針を受

年

けて課の取組方針を記

度

入） 部の運営方針に対

)

する課の目標への取組

部

結果

　図書館は、次の

コ

６つの重点項目を基本

ー

方針として、市民の自

ド

主的な活動を支援する

1

ことに努めます。 ・市

6

民の多種多様な資料や

部

情報のニーズに応える

　

ため、定期的に選定サ

名

１　市民１人ひとりの

生

声に耳を傾け、積極的

涯

に運営に反映させて、

学

市民の誰もが気軽に利

習

用できる図書館をめざ

部

しま ービス会議を開催

部

し、リクエストを受け

長

つけ、資料の収集・管

名

理・提供
す。 を通年で

菊

おこない、図書館サー

地

ビスの向上に努めた。

　

２　地域の情報発信基

統

地として、地域・生活

１

課題の解決につながる

．

資料を充実させ、市民

部

が自ら考え判断してい

の

く材 ・郷土に関する資

運

料の収集・保存・提供

営

を重視し、杉村楚人冠

方

記念館と
料を積極的に

針

提供していきます。 の

(

講座共同開催や市内の

予

画家による我孫子を描

算

いた作品展示会を開催

編

す
３　子どもをめぐる

成

読書環境の向上に努め

・

、学校等との連携をす

実

すめます。 るなどして

施

、郷土を知るための事

計

業をおこなった。
４　

画

高齢者・障害者へのサ

策

ービスを充実させます

定

。 ・子どもの図書館利

方

用や読書活動を推進す

針

るため、コロナ禍対応

な

を施し
５　図書館の整

ど

備充実を図り、均等な

を

サービスを展開します

踏

。 た事業を実施し、１

ま

０月からは新型コロナ

え

ウイルス感染症対応地

て

方創生
６　施設の適正

、

な維持管理に努めます

基

。 臨時交付金を活用し

本

て購入した移動図書館

計

車で市内の小中学校を

画

巡回し
令和３年度につ

の

いては、上記目標を踏

分

まえつつ、快適に市民

野

が図書館を利用できる

別

ように努めます。 学習

計

に必要な図書を貸出し

画

た。また、指導課や学

や

校と連携を図り、調べ

重

市の子どもの読書活動

点

推進に関する施策を総

ﾌ

合的かつ計画的に推進

ﾟ

するため策定した「子

ﾛ

どもの読書活動推進計

ｼ

画」 学習用図書を用意

ﾞ

するなど学校図書館支

ｪ

援をおこなった。
に基

ｸ

づき、すべての子ども

ﾄ

があらゆる機会と場所

、

で自主的に読書活動を

所

行うことができるよう

管

、学校及び関係機関等

に

・高齢者・障がい者へ

係

のサービスでは、コロ

る

ナ禍対応をおこないな

部

がら
との連携を進め、

の

環境整備に取り組みま

運

す。 市民スタッフによ

営

る対面朗読サービスを

方

実施した。市内音訳ボ

針

ランティ
新たに購入す

に

る移動図書館車を活用

対

して、子どもが自主的

す

に読書活動を行えるよ

る

うな環境を学校や関係

課

機関等と連携 ア団体と

の

協働で作成しているデ

目

イジー録音図書は貸出

標

数が増えてきてい
しな

へ

がら整えていきます。

の

る。
また、図書館の電

取

算システムを更新し、

組

市民の利便性の向上と

結

、事務の効率化を図り

果

ます。 ・長寿命化計画

　

に沿って、布佐分館の

　

会議室ブラインド修繕

分

およびアビ
スタ本館の

野

床面修繕をおこない、

別

新型コロナウイルス感

基

染症対応地方創
生臨時

本

交付金を活用して、１

計

階トイレ２基を洋式化

画

にする修繕をおこな
っ

の

た。利用者にとって安

目

全・安心で快適な読書

標

環境の維持・管理に努

を

め
た。
・電算システム

考

更新にともない、臨時

慮

休館して移行作業を実

し

施し、また
より情報発

て

信しやすいホームペー

、

ジに刷新し、利用者の

部

利便性を向上さ
せた。

の

・図書館運営今後のあ

目

り方（案）を作成し、

標

生涯学習審議会に提出

を

した
。

３．課の目標を

達

達成する上での課題と

成

対応（人員の配置、組

す

織のあり方など）

　市

る

民の誰もが気軽に心ゆ

た

くまで図書館を利用で

め

きるように、資料の収

の

集及び老朽化した施設

方

の維持・整備、電算シ

針

ステムの更新等を、他

を

課と協議・連携しなが

記

ら、計画的に進める必

入

要があります。また、

)

限られた予算で一定の

●

サー
ビスを維持し、事

生

業効果を上げるために

涯

、長年の研修・経験で

学

培われた専門的な知識

習

を有する職員を育成・

環

配置し、
行政経験・知

境

識を有した職員ととも

の

に、市役所各課と連携

充

し、相乗効果が上がる

実

ように事業を行うこと

生

が必要です。

４．原因

涯

分析・改善策

（課長）

学

（部長）
・限られた予

習

算・人員体制の中で、

環

我孫子市の図書館サー

境

ビスを効率的・効果的

の

に向上させるた ・旧移

充

動図書館車両の老朽化

実

により新車両を新たに

に

導入した。コロナ感染

お

拡大の中で、屋外で使

い

めに、長年培われた専

て

門職のノウハウを十分

、

に生かした業務分担と

・

配置を工夫していく必

公

要があ 用できる移動図

民

書館事業の需要は高く

館

、今後も効果的な活用

、

をするため巡回ステー

図

ションなどの
る。 見直

書

しをしていく。
・コロ

館

ナ禍で変化した生活様

、

式に対応した事業展開

鳥

、特に屋外で利用でき

の

る移動図書館について

博

・インターネットの普

物

及や情報メディアの発

館

達、生活環境の変化な

な

どにより子どもの読書

ど

離れが
は、今後の需要

で

を見込み、フル活用で

は

きるよう巡回日程や体

、

制を整えていく。 指摘

地

されている中であるが

域

、図書館で策定した「

特

子どもの読書活動推進

性

計画」を確実に実施し

や

、
・子どもの読書活動

社

推進計画は再来年度第

会

二次を策定していくが

動

、第一次の計画推進が

向

我孫子市 読書の持つ様

、

々な効果を周知して子

市

どもの読書活動を支援

民

していく。
で育つすべ

の

ての子どもにとって実

学

りあるものにできるよ

習

う事業展開していく必

ニ

要がある。

５．課の目

ー

標を達成するために取

ズ

り組む事務事業

事務事

を

業名（個別事業） 重プ

踏

施策 指標 単位 現況値 目

ま

標値 実績値 達成率(％

え

) 評価該当 コード

1 カ

た

ウンターサービス（貸

学

出・返却・予約・案内

習

・調べもの・配架等 重

機

無 51101 相談業務

会

受付件数 件 32,69

の

1 32,900 32,

充

678 99.33 結合

実

2 ハンディキャップサ

に

ービス（図書館利用に

努

障害がある方へのサー

め

ビ 重無 51101 宅配

・

、郵送、対面朗読各サ

長

ービス年間利用件数（

引

合計） 件 1,195 1

く

,197 1,336 1

コ

11.61 結合

3 施設

ロ

・団体への貸出サービ

ナ

ス 重無 51101 年間

禍

登録団体数 団体 452

の

457 381 83.3

中

7 結合

4 移動図書館業

で

務(委託) 重無 511

、

01 移動図書館巡回ス

新

テーション年間貸出冊

し

数合計 冊 21,781

い

21,800 42,0

生

14 192.72 結合

活

5 読書普及活動（講師

様

派遣・出前講座） 重無

式

51101 出前講座及

に

び職員派遣先、出張お

即

はなし会、離乳食教室

し

での読み 件 30 31 1

た

3 41.94 結合

6 図

対

書館会議室及び展示ス

策

ペースの提供 重無 51

を

102 布佐分館会議室

施

の利用回数（年間） 回

し

110 111 94 84

、

.68 結合

7 図書館Ｐ

読

Ｒ 重無 51102 ホー

書

ムページの年間アクセ

講

ス数 千件 1,374 1

ま

,062 767 72.

す

22 結合

8 実習生受入

。

れ・施設見学（一般・

ま

児童・生徒） 重無 51

た

102 アビスタ探検隊

、

参加者・図書館見学等

学

参加者・実習生受入人

習

数の 人 987 990 7

情

95 80.3 結合

9 図

報

書館の情報化推進 重無

の

51103 インターネ

提

ット及び館内検索コン

供

ピュータからの予約（

・

リクエス 千件 100 1

学

01 99 98.02 結

習

合

10 図書館施設・設

相

備維持管理 重無 511

談

03 施設の安全性達成

等

率（修繕実施個所／安

に

全確保のための必要修

よ

繕 % 100 100 10

り

0 100 結合

、自主的な学習活動を支援します。 演会や講座、おはなし会、市民スタッフによる読書普及活動等をおこな
・図書館では、移動図書館車を活用して、子どもが自主的に読書活動を行えるような環境を学校や関係機関等と連携 い、市民の学習機会の場の確保に努めた。
しながら整えていきます。 ・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した新移動
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館などの施設機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的 図書館車を購入、学校を巡回し、児童・生徒の学習支援をおこない「子
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保に努めます。 どもの読書活動推進計画」を推進した。
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづくり活動へと発展するよう支援します。また、 ・布佐分館のトイレを洋式化し、コロナ禍の中、安心して利用できるよ
子どもの成長と自立への支援のため、地域の子ども関係団体の活動を支援します。 う整備した。
・新たな文化交流拠点施設については、関係課と情報共有するとともに、施設の文化芸術発信機能について、関係団
体と意見交換を行っていきます。
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の



管理 重無 51103 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する最終不明資料の割 ％ 0.2 0.19 0.12 158.33 結合

12 市外図書館・大

５

学・関係機関との連携

．

協力 重無 51201 年

課

間相互貸借冊数 冊 7,

の

263 7,500 7,

目

802 104.03 結

標

合

を

13 成人・青

達

少年へのサービス 重無

成

51101 年間貸出利

す

用者数（１２歳以下・

る

団体利用は除く） 千人

た

240 241 170 7

め

0.54 結合

に

1

取

4 郷土行政資料サービ

り

ス 重無 51101 郷土

組

行政資料（我孫子資料

む

・千葉県資料）の年間

事

貸出冊数 冊 2,967

務

2,980 3,228

事

108.32 結合

業

事

15 児童へのサービ

務

ス 重無 51101 文字

事

活字文化の日（関連事

業

業）よむよむラリーの

名

ゴール数 枚 1,521

（

1,525 1,768

個

115.93 結合

別事

16 子どもの読書活

業

動推進計画の進行管理

）

重無 51201 学校図

重

書館との連携による授

施

業支援 回 73 74 33

施

44.59 結合

策 指

17 図書館の整備 重無

標

51103 館内会議に

単

おける進行管理報告と

位

見直しの協議 回 0 3 3

現

100 結合

況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 図書館資料


